
「
宝
石
の
写
真
」

ー
秩
父
事
件
首
魁
の
写
真
|

荒
川
洋
治

王子ム
ロ岡

は
じ
め
に

「
宝
石
の
写
真
」
(
初
出
「
現
代
詩
手
帖
」
思
潮
社
二

O
O
四
年
一
月
)

は
、
詩
集

一
-
心
理
』
(
み
す
ず
書
房
二
O
O
五
年
五
月
)

の
冒
頭
に
置
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
荒

川
洋
治
は
、
こ
れ
ま
で
二
、
三
年
に
一
冊
の
間
隔
で
詩
集
を
出
版
し
て
き
て
い
た

が
、
『
心
理
』
は
、
『
空
中
の
莱
英
』
(
思
潮
社
一
九
九
九
年
一

O
月
)
か
ら
六
年
後

に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
問
、
『
夜
の
あ
る
町
で
』
(
み
す
ず
書
房
二
O
O
O
年
一
一
月
)
、

『
日
記
を
つ
け
る
』
(
岩
波
ア
ク
テ
ィ
ブ
新
書
二

O
O
二
年
二
月
)
、
『
忘
れ
ら
れ
る
過

去
』
(
み
す
ず
書
房
二
O
O
三
年
七
月
)
な
ど
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
集
を
主
に
出
版
し
て

き
た
。
詩
集
の
刊
行
に
聞
が
あ
い
た
の
は
、
『
荒
川
洋
治
全
詩
集
』
(
思
潮
社
二

O

で
こ
れ
ま
で
の
詩
作
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
た
た
め
か
も
し
れ

O
一
年
六
月
)

t

、0

4
J
-
v
v
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は
、
文
章
が
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
連
と
し
て
区
分
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
論
を
進
め
て
い
く
便
宜
上
、
意
味
の
構
成
と

「
宝
石
の
写
真
」

空
白
行
が
置
か
れ
た
位
置
を
基
準
に
し
て
、
次
の
よ
う
に
八
連
に
分
け
て
論
じ
て

い
く
こ
と
に
す
る
。一

行
目

1
九
行
目
で
、

日
本
の
雑
木
と
参
考
に
用
い
た
資
料
に
つ

第
一
連
は
、

い
て
語
っ
て
い
る
。
第
二
連
は
、

一
O
行
目

1
一
九
行
目
で
、
秩
父
事
件
の
落
合

士
口

奇文

田

寅
市
に
つ
い
て
説
明
し
、

以
後
、
移
動
し
た
地
所
を
郵
便
番
号
を
交
え
て
述
べ
て

い
る
。
第
三
連
は
、

二
O
行
目

1
三
五
行
目
で
、
島
崎
嘉
四
郎
の
生
渡
を
移
動
し

た
地
所
に
基
づ
い
て
語
る
。
第
四
連
は
、
三
六
行
自

1
四
八
行
目
で
、
井
上
伝
蔵

に
つ
い
て
語
っ
た
後
、
彼
が
逃
亡
し
て
い
た
北
海
道
の
地
所
近
く
の
地
名
が
、
憲

法
第
九
条
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
第
五
連
は
、

四
九
行
目

1
六

O
行
目
で
、
島
崎
藤
村
「
夜
明
け
前
」

の
主
人
公
青
山
半
蔵
に
つ
い
て
語
り
、
同

噌

E
i

唱

E
4

宅

B
4

様
に
彼
が
移
動
し
た
地
所
を
記
し
て
い
る
。
第
六
連
は
、
六
一
行
自

1
八
一
行
自

で
、
現
代
に
生
き
る
少
女
の
み
さ
こ
と
、
も
も
こ
の
住
む
地
域
の
町
村
合
併
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。
第
七
連
は
、

八
二
行
目

1
八
七
行
目
で
、

日
本
で
し
か
生
ま

れ
な
か
っ
た
と
凡
庸
な
雑
木
を
語
り
、
景
色
に
重
ね
て
表
現
す
る
。
第
八
連
は
、

八
八
行
目

1
九
九
行
目
で
、
さ
ち
こ
と
も
も
こ
の
住
む
瑞
穂
市
か
ら
眺
め
な
が
ら
、

地
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
山
々
の
景
色
に
重
ね
な
が
ら
宝
石
の
写
真
に
つ
い
て

語
る
の
で
あ
る
。

「
宝
石
の
写
真
」

の
前
半
は
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

Jコ
は

秩
父
事
件
に
か
か
わ
る
三
人
の
人
物
の
物
語
で
あ
り
、
あ
と
一
つ
は
、
島
崎
藤
村

の

「
夜
明
け
前
」

そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が

の
主
人
公
青
山
半
蔵
の
生
涯
の
物
語
で
、

移
動
し
た
地
所
を
郵
便
番
号
を
ま
じ
え
て
描
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
語
は

雑
木
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秩
父
事
件
や
「
夜
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明
け
前
」

の
人
物
の
生
き
方
に
な
い
あ
わ
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
現
代
の
二
人
の

少
女
の
日
常
生
活
が
描
か
れ
る
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
埋
め
込
ま
れ
た
意

味
を
統
合
し
、
情
景
化
し
て
主
題
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。
こ
の
論
で
は
複
数
の
物

語
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
布
置
さ
れ
た
隠
喰
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
解
読

し
、
作
品
の
意
図
を
さ
ぐ
る
一
考
察
に
充
て
た
い
。

平
凡
な
宝
石

「
宝
石
の
写
真
」

の
回
目
頭
は
、
次
の
よ
う
に
多
く
の
比
喰
を
組
み
込
ん
だ
文
章

で
始
ま
る
。

コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
宝
石

ク
リ
、

崩
壊
を
の
り
こ
え
て
列
島
各
地
へ
散
ら
ば
っ
た
人
の
、

七
つ
の
沼
の
、

七
ペコ

の
数
字

明
治
一
七
年
の
墓
石

コ
ナ
ラ
、

ク
リ
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
宝
石

以
下
、
波
に
浮
か
ぶ
ま
で
の
長
い

切
手
の
道

(
一
連
一
行
目
1
五
行
目
)

コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
は
、
古
来
か
ら
日
本
列
島
各
地
の
山
野
に
自
生
す
る

ク
リ
、

ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
の
雑
木
で
あ
る
。
「
宝
石
の
写
真
」

の
主
な
舞
台
と
な
っ
て

い
る
埼
玉
、
長
野
、
山
梨
、
岐
阜
な
ど
の
山
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
樹
木
は
焼
炭
の

ど
ん
ぐ
り

材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
カ
シ
や
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
な
ど
の
乾
呆
は
団
栗

と
俗
称
で
呼
ば
れ
た
り
し
て
、
凡
庸
さ
の
象
徴
で
も
あ
る
。
平
凡
な
山
国
の
人
々

が
突
然
秩
父
事
件
と
い
う
歴
史
的
事
件
を
引
き
起
こ
す
。
事
件
の
首
謀
者
は
、
困

民
党
総
理
の
田
代
栄
助
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
林
酉
蔵
、
加
藤
織
平
、
新
井
周
三

郎
、
高
岸
善
吉
、
坂
本
宗
作
、
菊
池
貫
平
(
甲
府
で
逮
捕
さ
れ
た
が
、
無
期
刑
に
減

刑
さ
れ
、
一
九
C
五
年
出
獄
し
、
一
九
一
四
年
に
死
去
)
井
上
伝
蔵
(
北
海
道
に
逃
亡
)
、

の
登
場
人
物
の
三
人
は
、
革
命
本
部
解
体

ら
の
七
人
で
あ
る
。
「
宝
石
の
写
真
」

後
、
軍
隊
、
警
察
の
追
跡
を
逃
れ
て
逃
亡
し
た
。
埼
玉
県
吉
田
町
椋
神
社
を
中

心
に
鳥
轍
す
る
と
、
秩
父
横
瀬
村
(
現
横
瀬
町
)
に
は
「
姿
の
池
」
が
あ
る
。
北
側

の
群
馬
県
と
の
県
境
に
神
流
湖
、
西
側
に
秩
父
湖
、
南
側
に
奥
多
摩
湖
が
あ
る
が
、

秩
父
に
は
当
時
水
田
耕
作
の
た
め
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
湖
沼
が
散
在
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
七
人
の
沼
を
到
底
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

七
人
七
様
の
悲
し
み
に
閉
ざ
さ
れ
た
深
い
沼

ワム“
司
自
よ

噌

E
よ

死
刑
宣
告
を
受
け
た
人
た
ち
は
、

と
も
い
え
る
境
涯
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
「
宝
石
の
写
真
」

は
、
彼
等
が
死

を
む
か
え
る
ま
で
滞
在
し
た
地
所
を
郵
便
番
号
と
い
う
七
桁
の
数
字
で
記
さ
れ
た

道
、
「
切
手
の
道
」
(
一
連
五
行
自
)

の
物
語
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
等
は
自
由
民

権
運
動
の
礎
と
し
て
、
真
っ
赤
に
燃
え
る
木
炭
の
よ
う
に
命
を
輝
か
せ
て
宝
石
の

墓
石
に
な
る
の
で
あ
る
。

明
治
一
七
年
に
起
き
た
農
民
一
万
人
も
の
蜂
起
と
い
わ
れ
る
秩
父
事
件
は
、
重

罪
二
九
六
人
、
軽
罪
四
四
八
人
、
罰
金
科
料
二
、
六
四
二
人
の
記
録
を
残
し
て
い

る
。
阪
起
に
は
三
千
人
の
決
死
隊
が
集
結
し
た
と
さ
れ
る
。

平
凡
な
人
た
ち
の
社
絶
な
生
涯



(
一
)
秩
父
事
件

落
合
寅
市
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

落
合
寅
市
は
、
嘉
永
三
年
3
6
8
1
0
1
0
3
小
鹿
野
町
般
若
の
生
ま
れ
、

円。ρ
o
n
3
v
l
唱

L
戸

h
d

0
3
吉
田
町
下
吉
田
で
炭
焼
き
、
蜂
起
で
は
副
隊
長
。
銃
撃
戦
の
あ
と
、
吉
岡

知
県
土
佐
山
村

に
逃
れ
る
。

「
土
佐
山
村
の
土
佐
山
な
ら
7
8
1
1
3
2
0
1
、
そ
れ
以
外
の
村
内
な
ら

7
8
1
1
3
2
 

0
0
1
3
2
2
3
の
聞
に
な
る

(
一
一
連
一
行
目
i
五
行
自
)

落
合
寅
市
は
、

一
八
五

O
年
九
月
一
七
日
武
蔵
国
秩
父
郡
に
生
れ
た
。

一
八
八

四
(
明
治
一
七
)
年
自
由
党
に
入
党
し
、
秩
父
困
民
党
の
借
金
据
置
・
年
賦
返
済
の

請
願
運
動
を
推
進
す
る
。

一
八
八
四
年

一
月
秩
父
事
件
で
は
乙
大
隊
副
長
を
務

め
政
府
軍
と
戦
っ
た
。

一
一
月
四
日
の
本
陣
解
体
後
、
高
知
に
入
っ
て
板
垣
退
助
ら
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民
権
運
動
家
の
保
護
に
よ
り
高
橋
筒
士
口
宅
に
匿
わ
れ
た
。

一
八
八
五
年
四
国
か
ら

大
阪
に
渡
り
、
大
阪
事
件
に
連
座
し
て
下
関
で
逮
捕
さ
れ
た
。
拷
聞
の
取
調
べ
に

対
し
て
あ
く
ま
で
も
愛
媛
県
の
別
子
銀
山
に
潜
伏
し
た
と
自
供
し
た
。
自
由
民
権

家
に
、
宮
権
に
よ
る
被
害
が
及
ぶ
の
を
怖
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
八
八
九
年
大

日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
大
赦
に
よ
っ
て
出
獄
後
故
郷
秩
父
に
帰
り
、
救
世
軍
に
入

っ
て
余
生
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
。

一
九
三
六
年
六
月
二
六
日
八
七
歳
で
死
去
。

そ
し
て
、
島
崎
嘉
四
郎
に
つ
い
て
も
同
様
な
語
り
で
続
け
る
。

島
崎
嘉
四
郎
は
3
6
9
1
1
5
0
5
上
吉
田
の
生
ま
れ
、
主
に
3
6
8
1
0

1
1
5
小
鹿
野

町
日
尾
、

3
6
8
1
0
1
1
4
小
鹿
野
町
藤
倉
な
ど
を
歩
い
て
同
志
を
集
め
、

本
陣
崩
壊
後

は
3
8
4
1
0
5
0
2
長
野
県
佐
久
町
大
日
向
、

同
町
3
8
4
1
0
5
0
3

海
瀬
、

司
U
O
O
A吐

1
1
1
0
1
小
海
町
東
馬
流
と
転
戦
、

3
8
4
1
1
3
0
5
南
牧
村
野
辺
山

の
戦
闘
で
消
息

を
断
っ
た
、
と
さ
れ
た
が
、
の
ち
、
甲
府
に
千
野
多
重
の
名
で
姿
を
現
わ
し
、

乗
合
馬
車
の
御
者
と
な
る
。

η
J
 

司
自
ム

1
3
l品

大
正
八
年
没
。
墓
石

(
半
分
が
宝
石
)

は
4
0
0
1
0
8
6
6
甲
府
市

若
松
町
。
墓
石
は
縦
、

宝
石
は
横
。
縦
笛
を
吹
く
。

そ
の
人
生
、
「
3
」
内
に
お
さ
ま
っ
て
移
動
、
乗
合
馬
車
は
「
4
」。

そ
し
て

そ
の

「

4
」

で、

い
の
ち
の
車
止
め
と
な
る
。

(
三
連
一
行
目
1
一
O
行
目
)

島
崎
嘉
四
郎
は
椋
神
社
で
の
出
障
の
際
の
幹
部
読
み
上
げ
に
は
入
つ
て
は
い
な

ぃ
。
だ
が
、
明
治
一
七
年
二
月
三
日
朝
、
「
「
千
鹿
谷
の
大
将
」
こ
と
島
崎
嘉
四
郎
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が
指
揮
し
て
日
野
村
よ
り
、
他
の
一
隊
(
隊
長
不
明
)
は
石
間
村
よ
り
進
撃
さ
せ
て
、

矢
内
村
か
ら
来
る
憲
兵
を
挟
撃
す
る
作
戦
を
と
っ
た
。
」
(
浅
見
好
夫
『
秩
父
事
件
』

言
叢
社
一
九
九
O
年
一
一
月
)
な
ど
、
東
馬
流
ま
で
の
活
躍
の
記
録
、
が
あ
る
。
以
後

春
田
国
男
の
小
説
『
幻
歌
行
』
(
あ
ゆ
み
出
版
一
九
八
四
年
一

一
月
)
に
よ
る
と
、
丹

波
御
祭
の
坂
井
八
十
吉
に
匿
わ
れ
、

た
つ
と
結
ぼ
れ
て
、
甲
府
金
手
町
で
千
野
多

重
に
名
を
変
え
乗
合
馬
車
の
御
者
と
な
り
生
涯
を
お
く
つ
た
と
さ
れ
る
。
長
く
消

息
不
明
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
死
後
甲
府
の
妻
か
ら
生
ま
れ
故
郷
に
写
真
が
送
ら
れ

た
と
い
う
。
「
墓
石
(
半
分
が
宝
石
ご

は
、
秩
父
事
件
で
死
刑
の
執
行
か
ら
も
れ

て
い
た
と
か
、
出
陣
の
際
の
幹
部
読
み
上
げ
に
な
か
っ
た
と
か
、

運
動
へ
の
半
端

な
貢
献
を
さ
し
た
、
も
の
で
は
勿
論
な
い
。
秩
父
事
件
後
の
足
取
の
不
鮮
明
さ
を
表

し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
墓
石
は
縦
」

は
墓
石
の
形
状
を
示
し
、
「
宝

石
は
横
」

は
、
死
ん
で
横
た
わ
る
嘉
四
郎
の
人
物
と
し
て
の
貢
献
を
指
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
嘉
四
郎
に
つ
い
て
は
、

公
式
文
書
で
は
物
色
票
以
外
に
残
さ
れ
て
は
い

ご、。

J
ノ
守
、

ν「
宝
石
の
写
真
」
は
、
秩
父
事
件
の
三
人
目
の
人
物
と
し
て
井
上
伝
蔵
を
語
る
。

井
上
伝
蔵
は
、
安
政
元
年
3
6
9
1
1
5
0
3
士
口
図
町
下
吉
田
生
ま
れ
、
会

計
長
。
解
体
後
、

同
町
3
6
9
1
1
5
0
3
関
耕
地
の
斎
藤
家
の
土
蔵
に
隠
れ
す
み
、

そ
の
あ

と
北
海
道
へ
渡

り

0
9
0
1
0
0
0
0
北
見
/
野
付
牛
へ
。
伊
藤
一
房
次
郎
の
変
名
で
代
書

業
、
詩
文
も
も

の
し
、
当
地
で
結
婚
、
死
亡
一

0
時
間
前
に
、
写
真
を
と
ら
せ
る
。
家
族
に
、

こ
の
死
ん
で

死
ぬ
。
「
3
」
カミ

で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
き
っ
ぱ
り
と
話
す
。

い
く
男
は

「
井
上
伝
蔵
」

ら
「
O
」

J、、
。

き
っ
ぱ
り
と
話
す
!
死
ぬ
!

(
四
連
一
行
自
1
七
行
自
)

井
上
伝
蔵
は
秩
父
の
生
糸
大
商
庖
の
庖
主
で
あ
り
、
俳
号
を
逸
井
と
名
乗
る
文

化
人
で
も
あ
っ
た
。
(
北
海
道
逃
亡
後
も
伊
藤
房
次
郎
と
名
を
変
え
、
尚
古
社
と

い
う
俳
句
結
社
に
入
り
俳
号
柳
蛙
を
名
乗
っ
て
い
く
つ
か
の
句
を
残
し
て
い
る
。
)

武
甲
山
に
隠
れ
た
の
ち
、

伝
蔵
は
一
八
八
四
年
一
一
月
四
日
、
秩
父
郡
長
留
村
の
柴
原
で
田
代
栄
助
と
別
れ
、

下
吉
田
関
耕
地
斉
藤
新
左
衛
門
の
土
蔵
に
約
二
年
間
医

わ
れ
た
。
行
方
不
明
の
ま
ま
欠
席

d
t
 

τ
t
A
 

句

l
A

裁
判
で
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
る
。

そ
の
後
北
海
道
に
遁
れ
、
名
を
伊

藤
房
次
郎
と
変
え
、
結
婚
し
て
五

人
の
子
供
を
も
う
け
た
。
大
正
七

常呈
土z土ノ、

訴旦
野コ
付壬

牛三ペ
キナ ヰヒ
省海

荏道
の菩
北菌

見
市
)
で
波
乱
の
生
涯
を
終
え
る
。

伝
蔵
の
死
の
一

0
時
間
前
に
撮
っ

た
と
さ
れ
る
写
真
が
残
さ
れ
て
い

る
。
妻
ミ
キ
と
五
人
の
こ
ど
も
に

固
ま
れ
て
布
団
に
横
た
わ
る
も
の

で
あ
る
が
、

カ
メ
ラ
の
方
を
し
っ



か
り
と
向
い
て
お
り
「
こ
の
死
ん
で
/
い
く
男
は
「
井
上
伝
蔵
」

で
あ
る
こ
と
を

明
か
す
。
き
っ
ぱ
り
と
話
す
!
死
ぬ
!
」
(
一
二
連
回
行
目
)

は
、
「
宝
石
の
写
真
」

の
標
題
を
示
す
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
を
朝
日
新
聞
は

「
秘
密
の
三
十
五
年
、
秩
父

事
件
の
首
魁
井
上
伝
蔵
、

死
に
臨
ん
で
妻
子
に
旧
事
を
物
語
る
」

と
い
う
見
出
し

で
報
じ
た
。

( 

ー
) 

「
夜
明
け
前
」

の
青
山
半
蔵

島
崎
藤
村
「
夜
明
け
前
」
(
中
央
公
論
一
九
二
九
年
1
一
九
三
五
年
)
は
、
藤
村
の

父
正
樹
を
モ
デ
ル
に
し
て
青
山
半
蔵
の
生
涯
を
、
幕
末
維
新
の
動
乱
に
重
ね
て
描

い
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
木
曾
街
道
馬
舘
宿
の
本
陣
庄
屋
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ

た
半
蔵
は
、
平
田
派
の
国
学
に
心
酔
し
て
王
政
復
古
を
望
む
。
大
政
奉
還
が
実
現

し
て
半
蔵
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
彼
は
新
政
府
に
協
力
し
、
相
次
ぐ
改
革
を
受
入
れ

村
人
を
説
得
す
る
。

し
か
し
、
新
政
府
の
政
策
は
彼
の
期
待
に
沿
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
農
民
一
撲
で
百
姓
に
失
望
し
、
木
曾
山
林
事
件
で
政
府
に
裏
切
ら
れ
る
。

彼
の
な
か
に
育
ま
れ
て
い
た
御
一
新
の
理
想
が
消
え
無
念
さ
に
苦
し
ん
だ
。
青
山

家
の
経
済
的
破
綻
、
家
庭
の
不
幸
に
見
舞
わ
れ
、

西
洋
一
辺
倒
の
文
明
開
化
と
平
田
派
の
没
落
は
、
彼
を
さ
ら
に
苦
し
め
る
。
世
の

上
京
し
て
教
部
省
に
勤
め
た
。
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な
か
を
憂
慮
し
た
彼
は
、

天
皇
の
行
列
に
和
歌
を
献
じ
て
罪
に
問
わ
れ
た
。

そ
の

後
異
常
な
言
動
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
。
晩
年
郷
里
で
子
弟
に
教
え
る
が
、
菩
提

寺
に
放
火
し
た
の
ち
、
座
敷
牢
に
幽
閉
さ
れ
た
ま
ま
悶
死
す
る
。

「
宝
石
の
写
真
」

で
は
、
青
山
半
蔵
の
移
動
し
た
地
所
を
や
は
り
郵
便
番
号
を

交
え
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

そ
の
事
件
か
ら
二

O
年
ほ
ど
前
の

「3
」
。
も
う
ひ
と
つ
の
本
陣
。

「
夜
明
け
前
」
本
陣
、
青
山
半
蔵
は
3
9
7
1
0
0
0
0
木
曽
福
島
町
関
町

の
勘
定
所
と
、

3
9
9
1
5
1
0
2
山
口
村
馬
籍
(
宿
)

の
往
復
に
明
け
暮
れ
、
頭
部
の
も

つ
れ
る
と
き
は

3
9
9
1
5
1
0
2
本
陣
か
ら
、

3
9
7
1
0
2
0
1
王
滝
村
の
里
宮
へ
で

、4
+
j
'
-
0

4
M
'
t
ナ
j

3 
9 

9
1
5
3
0
1
読
書
、

3
9
9
1
5
5
0
2
須
原
、

3
9
9
1
5
6
0
1
桟、

つ
d
n
3
月

i
1
l
n
u

1
0
1
三
岳
村
黒
田
を
通
り
と
い
う
よ
う
に
「
3
9
7
」
乃
至

「

3
9
9」

の
山
里
の
中
で

少
し
ず
つ
番
号
を
上
げ
下
げ
し
て
、
深
山
に
は
い
り
、
宝
石
の
音
を
聞
い
た
。

F
h
d
 

唱

E
A

唱
Eム

半
蔵
は
ま
た

2
3
8
1
0
0
2
2
横
須
賀
市
公
郷
の
遠
い
先
祖
の
遺
族
を
訪

ね
、
行
き
帰
り

に
「

1
」
台
(
東
京
)

で
は
と
て
も
疲
れ
た
。

に
入
っ
た
が
、
「

1
」

5 
O 

8
1
0
0
0
6
 

中
津
川
在
の
香
蔵
、
景
蔵
に
会
い
に
行
く
と
き
は

「

3
」
が

「
5
」
に
な
る

が
、
く
に
が
違

う
も
の
の
、
す
ぐ
憐
り
。

(
五
連
一
行
自
1
一
一
行
目
)

※
「
1
」
は
、
東
京
。
「
2
」
は
、
長
野
県
、
「
5
」
は
、
岐
阜
県
で
あ
る
。

五
連
一
行
目
は
、
秩
父
事
件
革
命
本
陣
と

夜
明
け
前
」

の
木
曽
路
の
馬
籍
本

陣
を
関
係
づ
け
て
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
本
陣
」
(
五
連
一
行
自
)
と
語
ら
れ
る
。
「
夜
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明
け
前
」
の
青
山
半
蔵
、
秩
父
事
件
の
三
人
の
人
物
、
現
代
の
さ
ち
こ
と
も
も
こ
、

さ
ら
に
は
憲
法
第
九
条
問
題
、
市
町
村
合
併
の
社
会
問
題
の
意
味
を
つ
な
げ
る
か

た
ち
で
語
ら
れ
る
。
秩
父
事
件
の
人
た
ち
ゃ
「
夜
明
け
前
」

の
青
山
半
蔵
は
、
平

凡
な
人
間
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
日
本
の
実
情
を
真
撃
に
考
え
、
苦

悶
し
な
が
ら
生
き
た
の
で
あ
る
。

共
時
的
意
味
関
係

過
去
の
事
実
を
証
明
す
る
も
の
は
文
書
、
墓
石
・
石
碑
で
あ
り
、
写
真
で
あ
る
。

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
秩
父
事
件
に
か
か
わ
る
人
物
た
ち
の
肖
像
写
真
、
作
品
、

文
献
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
顕
彰
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。
困
民
党
総
理
団
代

栄
助
の
墓
は
秩
父
大
宮
郷
に
、
落
合
寅
市
の
墓
は
秩
父
石
間
に
、
井
上
伝
蔵
の
墓

は
秩
父
下
吉
田
に
、
島
崎
嘉
四
郎
の
墓
は
甲
府
市
若
松
町
に
そ
れ
ぞ
れ
建
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
島
崎
藤
村
の
墓
は
大
磯
地
福
寺
に
、

父
正
樹
の
墓
は
馬
舘
の
永
昌

寺
に
あ
る
。
秩
父
市
寺
尾
の
音
楽
寺
境
内
鐘
楼
脇
に
困
民
党
決
起
一

O
O年
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た

秩
父
困
民
党
無
名
戦
士
の
墓
」
(
昭
和
五
三
年
一
一
月
二
日

建
立
)
が
あ
る
。
碑
面
に
は
、
「
わ
れ
ら
秩
父
困
民
党
、

暴
徒
と
呼
ば
れ
暴
動
と

い
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
な
い
」

と
、
逆
説
的
意
味
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
が
い
間
秩
父
事
件
は
暴
徒
事
件
と
さ
れ
て
き
た
が
、
研
究
が
す
す
み
、
近
年
自

由
民
権
運
動
、
松
方
デ
フ
レ
の
影
響
、
さ
ら
に
他
地
域
の
養
蚕
と
の
比
較
、
国
際

環
境
の
関
係
で
、
政
治
運
動
と
し
て
も
民
俗
学
的
に
も
意
味
を
も
っ
て
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
い
ま
、

一
八
八
四
年
の
秩
父
事
件
か
ら
一
二

O
年
あ
ま
り
、
島
崎
藤

村
「
夜
明
け
前
」

の
主
人
公
青
山
半
蔵
が
苦
悶
し
た
明
治
維
新
か
ら
一
四

O
年
ほ

ど
も
経
っ
て
い
る
。
「
宝
石
の
写
真
」

の
語
り
手
が
参
考
に
し
た
の
は

最
新
県

別
日
本
地
図
帳
」

で
二

O
O
四
年
一
月
の
発
行
、
郵
便
番
号
簿
は
二

O
O
三
年
一

一
月
の
発
行
で
あ
る
。
北
海
道
網
走
市
(
野
付
牛
)
の
平
和
と
い
う
町
が
命
名
さ
れ

た
の
は
一
九
三
四
(
昭
和
九
)
年
(
「
平
和
部
落
史
」
網
走
市
)

で
あ
り
、

日
本
国
憲

法
の
発
布
は
一
九
四
六
(
昭
和
二
一
)
年
一

一
月
、
実
施
は
一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)

と
も
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
が

年
五
月
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
平
成
の
大
合
併
」

現
在
な
お
進
行
中
で
あ
る
。

落
合
寅
市
は
、
困
民
党
づ
く
り
の
始
動
者
と
し
て
坂
本
宗
作
、
高
岸
善
吉
ら
と

請
願
運
動
に
は
げ
ん
だ
。

そ
し
て
、

一
八
八
四
年
九
月
秩
父
困
民
党
が
結
成
さ
れ

る
。
寅
市
は
の
ち
山
林
集
会
の
展
開
に
尽
し
、
蜂
起
の
際
に
は
乙
大
隊
副
隊
長
で

活
躍
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
板
垣
退
助
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
愛
国
社
は
、

八
八

一
年
自
由
党
に
再
編
さ
れ
る
が
、
秩
父
事
件
直
前
の
一
八
八
四
年
一

O
月
二
九
日

-116-

(
秩
父
事
件
の
三
日
前
)
に
解
党
さ
れ
る
。

「
三
津
子
先
生
は
、
ま
だ
来
な
い
の
?
」

「
ま
だ
み
た
い
。
各
自
、
練
習
し
て
お
く
よ
う
に
っ
て
。
ぴ
い
ぴ
い
、
ぴ
い

び
し、

落
合
寅
市
は

か
ら
、
「

7
」

へ
移
動
。
縦
笛
教
室
は
、
移
動
な
し
。

「

3
」

た
だ
し
土

曜
日
は
横
笛
組
が
使
う
か
ら
、
第
二
会
議
室
へ
仕
方
な
く
移
る
。
廊
下
を
す

べ
っ
て
移

り
行
く
。
移
り
過
ぎ
る
。
行
き
過
ぎ
る
。
泣
く
。
縦
笛
を
吹
く
。

二
連
六
行

g
i
一
O
行
自



秩
父
自
由
党
は
因
民
党
を
結
成
し
て
大
き
く
盛
り
上
が
る
が
、
中
央
と
の
連
絡

を
持
た
な
い
ま
ま
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
。
指
導
の

「
先
生
」

は
現
れ
る
は
ず
は

な
い
。
秩
父
自
由
党
は
、
独
自
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
笛
を
吹
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
蜂
起
の
敗
北
後
、
落
合
寅
市
は
東
海
道
を
下
っ
て
大
阪
か
ら
多
度

津
に
渡
り
、
高
知
に
入
っ
て
板
垣
退
助
ら
民
権
家
の
保
護
に
よ
り
高
橋
宅
に
匿
わ

れ
た
。
埼
玉
県
秩
父
か
ら
高
知
県
土
佐
山
村
に
逃
亡
し
た
の
で
あ
る
。

秩
父
事
件
の
悲
劇
の
顛
末
を
こ
ど
も
た
ち
の
行
動
に
重
ね
る
と
、
「
〈
笛
の
練
習
〉

(
指
揮
・
扇
動
)
、
〈
教
室
移
動
〉

(
転
戦
)
、
〈
廊
下
を
す
べ
っ
て
移
り
行
く
。
〉
(
本

陣
解
隊
・
転
戦
)
、
〈
移
り
過
ぎ
る
。
行
き
過
ぎ
る
。
泣
く
。
〉
(
警
察
・
軍
隊
に
攻

撃
さ
れ
て
敗
退
・
逃
亡
)
」
な
ど
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
副
隊

長
の
み
さ
こ
は
秩
父
事
件
困
民
党
乙
大
隊
副
長
落
合
寅
市
に
、
会
計
長
の
も
も
こ

は
会
計
長
井
上
伝
蔵
に
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宿
命
を
な
ぞ

る
か
た
ち
は
と
っ
て
は
い
な
い
。

み
さ
こ
と
も
も
こ
の
二
人
の
会
話
や
行
動
は
む

し
ろ
、
現
代
の
社
会
的
課
題
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

井
上
伝
蔵
が
逃
亡
し
て
隠
れ
住
ん
だ
の
は
北
海
道
の
野
付
牛
で
あ
る
。
北
海
道

東
部
の
北
見
市
(
旧
地
名
は
野
付
牛
)
の
周
辺
に
は
、
平
和
、
共
立
、
朝
日
、
栄
、

八
重
な
ど
の
地
名
が
(
地
図
上
に
)
見
ら
れ
る
。

大
和
、

日
出
、
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北
見
/
野
付
牛
周
辺
の
平
和
、
共
立
、
朝
日
、
栄
、
大
和
、

日
出
、

八
重
な

ど
の
地
名
が
第

九
条
の
ま
ぼ
ろ
し
を
は
た
め
か
せ
る

み
ん
な
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ね

そ
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
よ
り
も
先
に

こ
の
、
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
笛
、
太
鼓

(
四
連
九
行
目

1
一
三
行
自
)

「
宝
石
の
写
真
」

で
そ
れ
ぞ
れ
郵
便
番
号
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
地
点
は
、
意
味

の
関
係
を
共
時
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
秩
父
事
件
か
ら
民
主
主
義
理
念
を
引
き
、

時
代
を
超
え
て
歴
史
を
共
有
し
な
が
ら
行
動
す
る
民
主
主
義
を
求
め
る
民
衆
の
心

を
引
き
出
し
て
い
る
。

一
方
、
「
夜
明
け
前
」

の
青
山
半
蔵
が
求
め
た
平
田
篤
胤

の
国
学
の
尊
皇
懐
夷
論
か
ら
は
、

日
本
の
独
自
性
と
い
う
意
味
を
引
く
か
た
ち
で

物
語
は
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
「
み
ん
な
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ね
」
、

「
そ
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
よ
り
も
先
に
/
こ
の
、
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
」

と
い
う
現
代
的
意
味
に
結
ぼ
れ
る
。

日
本
国
憲
法
九
条
が
希
求
す
る
観
念
と
、

日

本
的
な
も
の
の
観
念
を
一
不
す
語
句
が
北
海
道
北
見
市
周
辺
に
地
名
と
し
て
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
す
で
に
こ
の
観
念
が
日
本
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
詩
的
表

η
i
 

可

t
ム

1
4
 

現
で
表
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
現
代
的
社
会
状
況
に
つ
な
げ
る
役
割
を
も
果
た

し
て
い
る
。
憲
法
第
九
条
は
戦
争
の
放
棄
を
う
た
っ
て
い
る
が
、

い
ま
、

イ
ラ
ク

戦
争
が
始
ま
っ
て
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
、
日
本
の
国
連
理
事
国
入
り
が
表
明
さ
れ

た
り
し
て
い
る
一
方
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
が
核
開
発
、
技
致
問
題
で
難
航
し
、
日

米
軍
事
再
編
問
題
が
浮
上
し
て
、
改
正
の
動
き
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
憲
法
の
改
憲
論
者
の
主
要
な
論
拠
の
一
つ
に
、
「
現
在
の
憲
法
が
日
本
国
民

に
よ
っ
て
主
体
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
(
第
二
次
世
界
大
戦
)
敗
戦

国
日
本
に
、
連
合
国
か
ら
お
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

「
み
ん
な
」

と
い
う
語
は
作
品
中
三
度
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の

「
み
ん

な
」
は
、
平
和
や
民
主
主
義
の
概
念
が
す
で
に
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
、

「
こ
こ
で
笛
、
太
鼓
」

と
コ
ミ
カ
ル
に
強
調
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

四
連
で

夜
明
け
前

の
青
山
半
蔵
の
移
動
が
記
さ
れ
た
あ
と
、
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半
蔵
は
ま
た
2
3
8
1
0
0
2
2
横
須
賀
市
公
郷
の
遠
い
先
祖
の
遺
族
を
訪

ね
、
行
き
帰
り

に
「
1
」
台
(
東
京
)
に
入
っ
た
が
、
「

1
」
で
は
と
て
も
疲
れ
た
。

n
u
z
u
o
o
 

1
l
n
u
n
u
n
u
白
り

中
津
川
在
の
香
蔵
、
景
蔵
に
会
い
に
行
く
と
き
は

「

3
」
が

「5
」
に
な
る

が
、
く
に
が
違

う
も
の
の
、
す
ぐ
隣
り
。
土
曜
日
は
椅
子
を
も
っ
て
、
隣
り
の
第
二
会
議
室

へ
移
動
。
第
一

会
議
室
で
は
横
笛
の
、
宝
石
が
び
た
び
た
と
音
を
出
す
。

(
五
連
八
行
目
1
一
二
行
自

と
、
語
ら
れ
て
い
る
。
封
建
制
か
ら
近
代
国
家
へ
移
る
過
渡
期
の
明
治
維
新
の

こ
ろ
、
国
学
に
心
酔
す
る
青
山
半
蔵
は
現
実
社
会
に
苦
悶
し
た
。
縦
笛
組
を
自
由

民
権
運
動
の
象
徴
と
す
る
な
ら
ば
、
横
笛
組
は
日
本
の
固
有
性
を
主
張
す
る
国
学

に
連
動
す
る
尊
皇
懐
夷
論
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
人
の
少
女
が
聞
く
第

一
会
議
室
の
横
笛
の
練
習
の
音
色
は
尊
皇
嬢
夷
論
で
あ
り
「
み
ん
な
日
本
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ね
」
(
四
連
九
行
目
)
と
日
本
の
独
自
性
を
意
味
し
、
平
和

も
含
め
て
す
べ
て
の
概
念
が
日
本
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。

「
平
成
の
大
合
併
」

と
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
は
今
な
お
進
行
中
で
あ
る
。
平

成
一
五
年
五
月
一
目
、
岐
阜
県
本
巣
郡
穂
積
町
と
同
郡
巣
南
町
が
合
併
し
て
瑞
祥

地
名
的
な
名
の
岐
阜
県
瑞
穂
市
が
誕
生
し
た
。
平
成
一
四
年
五
月
一
日
に
当
時
の

本
巣
郡
北
方
町
、

同
郡
穂
積
町
、

同
郡
巣
南
町
の
三
町
で
穂
積
町
・
巣
南
町
・
北

方
町
で
合
併
協
議
会
を
設
立
し
た
が
、
協
議
不
調
に
よ
り
、

同
年
九
月
二
十
日
に

解
散
し
た
。

し
か
も
、
当
時
あ
ま
り
事
例
の
な
か
っ
た
合
併
協
議
会
の
解
散
手
続

が
行
わ
れ
た
。
九
月
二
十
五
日
に
穂
積
町
及
び
巣
南
町
二
町
の
合
併
協
議
会
を
再

度
発
足
し
、
約
七
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
新
設
合
併
が
行
わ
れ
瑞
穂
市
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。

な
に
も
か
も
が
終
わ
っ
て
も

七
つ
の
沼
に
残
る

そ
れ
が
枯
れ
た
柱
の
よ
う
で
も

激
し
い
市
町
村
合
併
の
挟
撃
を
の
り
こ
え
て

人
は
組
み
立
て
る

び
た
び
た
と
土
の
上
に

家
の
な
か
へ

縦
笛
の
練
習
/
銃
撃
は
き
ょ
う
も
続
く
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5
0
1
1
0
3
1
3
岐
阜
県
瑞
穂
市
十
七
条
の
、
副
隊
長
み
さ
こ
は

5
0
1
1
0
3
1
4
岐
阜
県
瑞
穂
市
十
八
条
の
、
会
計
長
も
も
こ
と

口
で
び
た
び
た
濡
れ
た
縦
笛
を
抱
え
、
暗
い
道
を
帰
っ
て
い
く

(
六
連
一
行
目
1
九
行
呂

明
治
維
新
は
過
ぎ
、
秩
父
事
件
は
過
去
の
も
の
に
な
り
、
枯
れ
た
柱
の
よ
う
に

な
っ
て
も
、
犠
牲
と
な
っ
た
宿
命
の
象
徴
で
あ
る
沼
は
残
る
。
現
代
の
市
町
村
合

併
の
挟
撃
の
な
か
で
も
、
民
主
主
義
の
課
題
を
組
み
立
て
よ
う
と
す
る
。
濡
れ
た

感
覚
の
オ
ノ
マ
ト
ベ
イ
ア
は
秩
父
蜂
起
の
血
塗
ら
れ
た
泥
棒
の
も
の
で
あ
り
、
沼

地
を
走
っ
た
困
民
党
の
も
の
で
あ
る
。
「
こ
ん
な
に
長
く
続
/
け
る
と
、

わ
た
し

み
た
い
に
笛
の
へ
た
な
人
で
も
、

じ
よ
う
ず
に
な
る
わ
ね
。
」
、
「
じ
よ
う
ず
だ
っ

た
人
が
、

へ
た
に
な
る
の
」
、
「
じ
よ
う
ず
だ
っ
た
人
が
、

へ
た
に
な
り
二
な
ど



の
こ
と
ば
を
伴
っ
た
み
さ
こ
と
も
も
こ
の
縦
笛
は
、
時
代
を
超
え
、

人
を
超
え
て

頑
な
に
引
き
継
が
れ
る
民
主
主
義
運
動
と
い
う
隠
輸
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
六
連

七
行
自
の
「
岐
阜
県
瑞
穂
市
十
七
条
」
と
、
八
行
目
の
「
岐
阜
県
瑞
穂
市
十
八
条
」

は
、
現
実
の
地
名
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、

日
本
国
憲
法
第
一
七
条

は
、
「
何
人
も
、

公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
、

そ
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
」

と
あ
り
、
[
国
・
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
]
を
課
し
て
い
る
。
第
一
八
条

は
、
「
何
人
も
、

い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
も
受
け
な
い
。

又
、
犯
罪
に
因
る
処
罰

の
場
合
を
除
い
て
は
、

そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
服
さ
せ
ら
れ
な
い
」

と

隷
的
拘
束
・
苦
役
か
ら
の
自
由
]
を
国
民
に
保
障
し
て
い
る
。
憲
法
第
一
七
条
と

一
八
条
の
住
民
で
あ
る
み
さ
こ
と
も
も
こ
は
、
秩
父
事
件
の
犠
牲
者
の
人
権
回
復

と
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
な
お
そ
の
精
神
に
反
す
る
課
題
に
忙
し
く
戦
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

二
人
は
楽
し
そ
う
だ
日
本
で
し
か
生
ま
れ
な
い
人
た
ち
だ

コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
、

ヒ
メ
グ
リ
の

ク
リ
、

宝
石

七
つ
の
沼
も
七
色
の
さ
ざ
な
み
を
た
て
る

荒川洋治「宝石の写真」論

男
の
か
た
ち
は
水
の
な
か
の
子
ど
も
の
よ
う
に
消
え
た

遠
く
の
山
の
よ
う
に
低
く
な
り

自
に
浮
か
ん
で
も
見
え
な
く
な
っ
た

(
七
連
一
行
目
1
六
行
目

所
詮
人
聞
は
コ
ナ
ラ
、

ク
リ
、

ク
ヌ
ギ
の
よ
う
な
雑
木
で
あ
る
。
「
(
泥
を
は
ね

て
)
あ
あ
な
に
か
土
台
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
/
わ
た
し
は
い
い
な
/
そ

ん
な
こ
と
よ
り
/
(
笛
の
器
量
を
上
げ
な
が
ら
)
な
に
も
か
も
が
/
な
に
か
の
土
台

に
な
る
よ
う
な
、

あ
あ
そ
ん
な
こ
と
に
な
り
た
い
」
(
七
連
一
行
目
)

と
、
二
人
の

少
女
は
い
う
。
彼
女
た
ち
の
会
話
の
よ
う
に
勇
敢
に
も
社
会
の
土
台
に
な
る
よ
う

な
野
望
を
い
だ
い
た
り
、
素
朴
に
何
で
も
い
い
何
か
に
役
立
ち
た
い
と
願
う
の
は
、

平
凡
な
人
聞
が
ふ
と
考
え
る
心
で
も
あ
る
。
ご
一
人
は
楽
し
そ
う
だ
日
本
で
し
か

生
ま
れ
な
い
人
た
ち
だ
」
と
、
二
人
は
あ
ど
け
な
く
楽
し
そ
う
に
日
常
を
生
き
る
。

二
人
の
少
女
は
、

日
本
で
生
活
す
る
平
凡
な
人
た
ち
の
民
主
主

日
本
で
生
ま
れ
、

義
と
平
和
を
を
希
求
す
る
心
の
象
徴
で
あ
る
。

奴

山
々
の
模
様
の
な
か
に

5
o
l
i
o
3
0
3
森
、
が
見
え
る

余
っ
た
手
を
出
し
て

5
0
1
1
0
3
0
7
岐
阜
県
本
巣
郡
巣
南
町
蔚
栗
、
を

と
る
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縦
笛
の
二
人
は
女
の
か
た
ち
で
横
に
な
る

ま
た
起
き
て

び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
と
歩
く

(
八
連
八
行
目
1
一
一
一
行
自
)

物
語
の
最
終
部
は
極
め
て
幻
想
的
な
場
面
と
な
る
。
瑞
穂
市
の
み
ち
こ
と
も
も

こ
に
寄
り
添
う
語
り
手
は
、
山
々
の
景
色
の
な
か
に
「
森
」

(
地
名
と
重
な
る
)
を

眺
め
、
手
を
伸
ば
し
て
栗
(
地
名
と
重
な
る
)
を
と
る
。
縦
笛
の
少
女
た
ち
は
一
日
-

横
に
な
り
、
女
の
か
た
ち
(
女
性
が
寝
た
形
)
の
稜
線
を
描
い
て
景
色
に
溶
け
込
も

う
と
す
る
が
再
び
起
き
あ
が
る
。
現
代
に
生
き
る
こ
人
の
少
女
は
、
宿
命
の
濡
れ

た
音
を
た
て
な
が
ら
歩
き
だ
す
。
民
主
主
義
運
動
の
縦
笛
を
持
つ
二
人
の
少
女
は
、
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秩
父
事
件
が
過
去
の
も
の
と
し
て
、
「
男
の
か
た
ち
は
水
の
な
か
の
子
ど
も
の
よ

う
に
消
え
た
」
(
六
連
五
行
自
)
と
し
て
も
、
景
色
の
な
か
に
埋
没
す
る
わ
け
に
は

、
込
ご
、
。

l
v
品川
H

J

J匂

B
V

お
わ
り
に

荒
川
洋
治
は
、
「
心
理
は
と
き
ど
き
の
人
の
心
か
ら
は
、
遠
い
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、

ま
わ
り
に
あ
る
も
の
を
う
け
と
め
な
が
ら
も
、
う
け
い
れ
ら
れ
な

ぃ
。
そ
ん
な
一
瞬
あ
る
い
は
長
引
く
も
の
を
、

人
は
か
か
え
る
こ
と
が
あ
る
。
」

と
、
あ
と
が
き
に
記
し
て
い
る
。
「
宝
石
の
写
真
」

は
、
た
ま
た
ま
手
に
し
た
秩

写
真
を
眺
め
、
「
夜
明
け
前
」
を
想
起
し
、

地
図
で
場
所
を
追
い
、
新
聞
を
読
む
。
「
宝
石
の
写
真
」
は
、
そ
の
一
連
の
行
為

父
事
件
に
か
か
わ
る
資
料
を
読
み
、

の
な
か
に
生
起
す
る
心
象
そ
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
宝
石
の
写
真
」

lま

つ
の
意
味
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
秩
父
事
件
と
島
崎
藤
村
「
夜
明
け
前
」

の
国
学
、
そ
し
て
憲
法
第
九
条
、
市
町
村
合
併
と
い
う
現
代
社
会
の
課
題
で
あ
る
。

そ
れ
ら
三
つ
の
意
味
を
語
る
物
語
は
、
「
コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
」

と
い
う
雑

ク
リ
、

木
の
観
念
(
平
凡
な
人
々
の
生
き
方
)

で
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
現
代
に
生
き

る
二
人
の
少
女
の
日
常
生
活
を
事
件
や
物
語
と
共
時
的
に
描
い
た
。

そ
し
て
、
郵

便
番
号
と
い
う
コ

i
ド
で
地
所
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
主
義
運
動
と
い
う
不

思
議
な
幻
影
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
郵
便
番
号
は
、
読
者
に
不
可
解
さ
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民
基
本
台
帳
の
よ
う
に
人
聞
の
あ
り
ょ
う
を

合
理
化
し
、
記
号
化
す
る
こ
と
、
市
町
村
合
併
で
地
名
が
消
え
て
い
く
現
在
の
風

潮
へ
の
イ
ロ
ニ
!
と
読
む
と
が
で
き
る
。

荒
川
洋
治
は
「
秩
父
」
(
『
忘
れ
ら
れ
る
過
去
』
(
み
す
ず
書
房
二
O
O
三
年
七
月
)
と

い
う
エ
ッ
セ
イ
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

こ
う
し
て
書
く
だ
け
で
、
胸
が
熱
く
な
る
。

ど
う
し
て
ぼ
く
は
、

こ
の
事

件
に
ひ
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
は
と
も
か
く
、
最
後
は
自
分
の
頭
で

考
え
、
考
え
た
だ
け
で
は
な
く
人
々
の
た
め
に
実
行
し
、
犠
牲
に
な
っ
た
人

た
ち
の
生
き
方
に
ぼ
く
は
打
た
れ
る
の
だ
。
自
分
に
は
で
き
な
い
こ
と
な
の

で
、
あ
こ
が
れ
て
い
る
の
だ
。
い
ろ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
が
身
の
ま
わ
り
に
、

社
会
に
あ
る
の
に
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
黙
っ
て
眺
め
て
ぼ
く
は
生
き
て
い

る
。
な
に
も
し
な
い
。

そ
ん
な
自
分
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
た
め
、
確

か
め
て
お
く
た
め
に
蜂
起
し
た
人
た
ち
の
こ
と
を
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を

心
に
残
し
て
お
き
た
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

エ
ッ
セ
イ
で
は
こ
の
よ
う
に
情
感
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
「
宝
石
の
写

-120一

真
」
は
、
人
物
の
動
き
を
郵
便
番
号
で
表
し
た
り
、
客
観
的
な
文
体
で
描
い
た
り

し
て
、
作
者
の
主
観
は
極
力
退
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
逆
に
読
む
者
が
輿

味
を
抱
き
、
少
し
ず
つ
読
み
解
か
れ
、
意
味
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心

の
な
か
に
情
感
が
生
成
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

複
雑
な
社
会
状
況
を
あ
ら
わ
す
現
代
で
あ
る
が
、
詩
の
形
で
過
去
の
秩
父
事
件

と
と
も
に
現
代
の
社
会
的
課
題
を
提
起
す
る
作
品
で
あ
る
。

注
(
1
)
秩
父
事
件
に
か
か
わ
っ
た
三
人
の
物
色
粟
(
い
わ
ゆ
る
手
配
書
)
で
あ
る
。

落
合
寅
市

1
探
偵
報
告
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埼
玉
県
秩
父
郡
石
間
村
加
藤
織
平
に
収
録

2
物
色
票

郷
貫
氏
名

容妻

下
吉
田
村
博
徒

(
半
根
子
)
(
寅
)
ハ
ン
子
ツ
コ
席
市

三
十
四
年
位

貌子

ア
リ

丈

大

肉

肥

タ

ル

方

量

目

十

七

八

貫

顔

願

コ

ケ

タ

ル

方

色

白

頭

髪

散

髪

鼻

並

痘

痕

ナ

シ

眉

太

ク

耳

並

目

口

大

唇

濃

ク

歯

並

揃

フ

一

言

舌

秩

父

言

葉

音

費

高

シ

総

身

傷

痕

ナ

シ

黒

子

之

類

不

分

刺

絹

般

若

寸

シ

親
戚
縁
故
立
廻
リ
先
見
込
秩
父
小
鹿
〔
野
)
町
ノ
近
在
飯
屋
村
ヨ
リ
費
二
来
タ
リ

シ
モ
ノ
ナ
リ

島
崎
嘉
四
郎

物
色
票

郷
貫
氏
名

容妻職

貌子業

〔
『
明
治
十
七
年
秩
父
暴
徒
犯
罪
二
関
ス
ル
書
類
編
冊
警
察
部
』
〕

{
千
麗
谷
)

埼
玉
蘇
武
蔵
園
秩
父
郡
上
吉
田
村
字
チ
ガ
ヤ
嶋
崎
嘉
四
郎

二
十
六
年
位

農不
持

丈
五
尺
位

色
浅
黒
キ
方

眉
太
厚
キ
方

唇

肉

肥

タ

ル

方

量

目

n

顔

丸

キ

方

頭

髪

散

発

鼻

高

キ

方

痘

痕

ナ

シ

耳

常

巨

大

キ

方

日

並

歯

不

揃

言

舌

"

音

聾

高

キ

方

〔
『
明
治
十
七
年
秩
父
暴
徒
犯
罪
二
関
ス
ル
書
類
編
冊
警
察
部
』
〕

井
上
伝
蔵

1
探
偵
報
告

埼
玉
県
秩
父
郡
石
関
村
加
藤
織
平
に
収
録

2
捜
査
、
逮
捕
方
手
配

(
1
)
手
配
方
依
頼

秩
父
郡
下
吉
田
村
字
井
上

舎

計

長

井

上

侍

蔵

年

齢

三

十

二

三

一

顔

長

ク

白

キ

方

男

振

ハ

美

ナ

ル

方

一

丈

高

キ

方

歯

並

揃

ヒ

タ

ル

方

一

散

髪

髪

毛

色

濃

ク

鼻

高

キ

方

一

眼

大

な

る

方

『
明
治
十
七
年
秩
父
暴
徒
犯
罪
二
関
ス
ル
書
類
編
冊
警
察
部
』
罫
紙

3
物
色
票

郷
貫
氏
名

下
吉
田
村
字
井
ノ
上
五
加

井

上

捕

貯

蔵

四
十
三
歳
位

容妻職

貌子業

丈 ア 農
並 リ

量
目
並

頭
髪
散
発
赤
毛

分
タ
ル

耳

並

鼻顔

長
ク
髪
ア
リ

大

痘

痕

不

分

色 肉
白並

目

ク
ル
リ
ト
シ
夕
方

可

1畠つ臼
可

i

眉
太

口
並

唇

厚

ク

歯

総

身

傷

痕

不

分

黒

子

之

類

不

分

親

戚

縁

故

立

廻

先

見

込

不

分

刺

繍

不

分

〔
『
明
治
十
七
年
秩
父
暴
徒
犯
罪
二
関
ス
ル
書
類
編
冊
警
察
部
』
〕

(
『
秩
父
事
件
史
料
集
成
』
第
一
巻
一
九
八
四
年
二
月
、
第
二
巻

一
九
八
四
年
六
月
二
玄
社
)

白
~ 

一
言
舌
秩
父

音
撃
並

(
2
)
筆
者
は
、
一
連
二
行
目
、
六
連
二
行
目
、
七
連
四
行
自
の
「
七
つ
の
沼
」
を
秩
父

事
件
で
死
刑
宣
告
さ
れ
た
七
人
の
深
い
悲
し
み
に
閉
ざ
さ
れ
た
境
涯
と
解
釈
し
た
。

し
か
し
、
「
列
島
各
地
へ
散
ら
ば
っ
た
人
の
、
七
つ
の
沼
の
」
(
一
連
二
行
目
)
と
い

う
文
の
か
か
わ
り
と
、
落
合
寅
市
と
島
崎
嘉
四
郎
は
、
死
刑
宣
告
を
受
け
た
人
物
で

は
な
い
の
で
疑
問
が
残
る
。
あ
る
い
は
登
場
人
物
の
移
動
し
た
地
所
と
も
考
え
ら
れ

る
が
場
所
が
特
定
で
き
ず
、
七
つ
の
沼
を
死
刑
宣
告
の
七
人
の
沼
と
し
た
。
ま
た
、

七
と
い
う
数
字
は
郵
便
番
号
の
七
桁
の
数
字
に
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
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(
3
)
一
八
七
五
(
明
治
年
八
)
年
五
月
札
幌
郊
外
の
琴
似
兵
村
へ
入
地
が
開
始
さ
れ
、
一
八

九
七
(
明
治
三

O
年
)
屯
田
兵
第
四
大
隊
が
常
呂
郡
野
付
牛
紋
別
郡
に
置
か
れ
た
。
「
ノ

ツ
ケ
ウ
シ
」
は
漢
字
で
書
け
ば
野
付
牛
で
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
野
の
果
て
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
。

(
4
)
北
海
道
網
走
市
平
和
。
北
海
道
常
呂
郡
共
立
。
北
海
道
北
見
市
朝
日
町
、
北
海
道
北

見
市
栄
町
、
北
海
道
北
見
市
大
和
、
北
海
道
常
呂
郡
訓
子
府
町
日
出
。
北
海
道
遠
軽

町
(
紋
別
郡
)
生
田
原
八
重
八
重
。
荒
川
洋
治
は
詩
集
『
娼
婦
論
』
(
一
九
七
一
年
)
、

詩
集
『
水
駅
』
(
一
九
七
五
年
)
等
で
地
図
を
た
よ
り
に
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
「
宝
石
の
写
真
」
も
資
料
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
通
り
分
県
地
図
な
ど
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
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付
記井

上
伝
蔵
の
家
族
写
真
は
、
『
写
真
で
見
る
秩
父
事
件
』
の
著
者
井
上
光
三
郎

氏
に
依
頼
し
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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よ
し
だ

た
か
し
、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学




